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要     旨 

【緒言(目的)】                                                                             

近年、胃癌撲滅を目指した取り組みの一環として、全国の一部の自治体で中学生の Helicobacter. pylori 

(H. pylori) 検診が導入されている。スクリーニング検査における H. pylori 感染診断法としては、簡便

で安価な非侵襲的検査である尿や血清を用いた抗体検査、便中抗原検査が用いられている。また近年、

ラテックス凝集免疫比濁法を用いた血清抗体検査である LZ テスト‘栄研’H.ピロリ抗体 (LZ テスト)

が開発され使用されているが、小児に関する報告は未だない。今回、秋田県内の中学生を対象に、血清

抗体検査の LZ テスト’栄研’H ピロリ抗体 (LZ テスト) を行い、その適切なカットオフ値と検査精度

について検討した。                                                                

【研究対象及び方法】                                                                          

秋田県由利本荘市、にかほ市の中学校 13 校を対象に、H. pylori 感染スクリーニング検査を行った。中 



 № 2  

学 2 年生 846 名が血清抗体検査 (E-Plate)、尿中抗体検査(RAPIRAN)を行い、そのうち 13 校中 2 校の

231 名の生徒に対しては便検体の提出も依頼した。231 名のうち 213 名の生徒が便検体を提出し (同意

率 92.2 %)、便中抗原検査で陽性であった生徒を H. pylori 陽性者と定義した。主要評価項目は LZ テス

トの適切なカットオフ値の設定と、その場合の感度、特異度、診断精度の評価とした。                                     

【結果】                                               

便中抗原検査を受けた 213 名のうち LZ テストを受けたのは 209 名であり、この 209 名を解析対象とし

た。209 名のうち 8 名が便中抗原陽性であり、H. pylori 陽性率は 3.8 %であった。ROC 曲線による LZ

テストのカットオフ値は 3.1 U/ml、AUC は 0.88 であった。カットオフ値を 3.1 U/ml とした場合、24

名の生徒が LZ テスト陽性となった。感度、特異度、精度、陽性的中率、陰性的中率はそれぞれ 87.5 % 

(95% CI 54.8-97.7)、91.5 % (95% CI 90.2-91.9)、91.4 % (95% CI 88.9-92.2)、29.2 % (95% CI 18.3-32.6)、

99.5 % (95% CI 98.0-99.9)であった。                                          

【考察】                                                    

小児の H.pylori 感染ガイドラインでは、感染診断として血清抗体検査は診断精度の低さから推奨されて

いない。一方で、ELISA 法を用いた血清抗体検査の診断精度においては、小児に対しても良好であっ

たとする報告がある。今回新しい血清抗体検査である LZ テストは、感染率が非常に低い中学生を対象

としても十分な診断精度であった。                                            

【結語】                                           

健康な中学 2 年生(13-14 歳)において、LZ テストの適切なカットオフ値は 3.1 U/ml で、診断精度につ

いては容認されうる結果であった。今回は予備的な検討であり、今後より大きなサンプルサイズでの検

討が望まれる。                                        

                                               


